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図6 Feo.65Mno.35Ti03のパルス磁場下におけ
る磁化過程の温度依存性
研究会報告
にシフトするのみで､磁化曲線に大きな変化は観測されなかった【句｡このことから､磁場掃引
速度-103T/Sでは通常のメタ磁性転移の温度依存性と同様の振舞いを示すことが明かとなった｡
4.おわりに
以上のような磁化過程の温度変化から､この系について､次のように考えることができる｡
この系はRSGであるため､TRSG以下では準安定状態が多数存在する｡普通の系では､磁場を秤
加した場合､系はその磁場での安定状態へただちに移行する｡しかし､この試料では､温度の
低下と共に磁化過程に大きなヒステリシスが現われることから､系が準安定状態から安定状態
へ急に移行しにくくなっていると考えられる｡定常磁場下で得られた磁化過程について考えて
みると､10K以下でその磁場での安定状態-の移行がより遅れていることから､湿度の低下に
より､スピンの熱的な揺らぎが小さくなり､スピンの完全な凍結状態に近づいていくために､
スピンの安定状態-向けての再配列がしにくくなっていると推測できる｡しかし､1.5K付近で
｢次転移的な飛びが様々な磁場中で起こることから､この系におけるメタ磁性転移の機構には､
温度や磁場掃引速度の他に､系が多数存在する準安定状態の中のどの状態をとっているかとい
うことも関係していると考えられる｡ さらに､ヒステリシスの大きさについて定常磁場の場合
とパルス磁場の場合とで比較すると､磁場掃引速度が速いパルス磁場の方が小さいことから､
普通の系とは異なり､磁場掃引速度が速いことが系の安定状態への移行を助けていると考えら
れる｡
このように､xg.65の試杵では､普通の秘事系では考えられないような磁イ山新呈の温度依存性､
磁場掃引速度依存性が観測された｡これは､この試料がRSGであり､さらにRSG相が反強磁性
長距離秩序とsGとの共存相であることが大きく関係していると考えられる｡今後､さらに様々
な磁場掃引速度を用いて磁化過程の温度依存性を研究していく予定である｡
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